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　政
評
価
と
は
？

　
行
政
評
価
と
は
、
行
政
が
行
っ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、
統
一
的
な
視
点
や
手
段

に
よ
っ
て
、
そ
の
事
業
内
容
が
当
初
の
目

的
に
見
合
っ
て
い
た
か
、
成
果
が
ど
の
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
客
観
的
に
振
り

返
り
見
直
す
こ
と
で
、
そ
の
結
果
を
今
後

の
業
務
に
生
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
「
計
画
樫
実
行
樫
評
価
樫
改

善
・
改
革
」
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
事
業
を
単
に

前
例
踏
襲
で
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
目
的
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や
費
用
に
見
合
っ
た
事
業
と
し
て
展
開
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　ぜ
行
政
評
価
を
行
う
の
？

　
市
は
、
人
口
減
少
や
経
済
の
低
迷
な
ど

を
背
景
に
、
財
源
が
厳
し
く
な
る
一
方
で
、

地
方
主
権
の
進
展
や
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源（
財
源

や
人
材
な
ど
）を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中（
事
業
の
優

先
化
・
重
点
化
）を
効
果
的
に
進
め
る
方

法
と
し
て
、
行
政
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
行
政
評
価
は
、
事
業
の
必
要
性
な

ど
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
透
明

性
の
あ
る
市
政
経
営
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　光
市
の
行
政
評
価
は
？

　
市
で
は
、「
評
価
・
改
善
」
を
重
視
す

る
こ
と
で
事
業
を
選
別
す
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
評
価

結
果
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
手
段
と

し
て
、
平
成
　
年
度
か
ら
行
政
評
価
を
取

１９

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　体
的
に
は
何
を
し
て
る
の
？

　
市
で
は
職
員
自
ら
が
、
自
分
た
ち
の
担

当
す
る
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
た

め
、
毎
年
度
「
事
務
事
業
評
価（
前
年
度

の
事
務
事
業
に
関
し
て
の
行
政
評
価
）」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
評
価
対
象
の
事

業
総
数
は
約
１
、６
０
０
件
に
上
り
、
５

年
を
か
け
て
職
員
が
全
て
評
価
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た
事
業
の

う
ち
　
件
に
つ
い
て
、
事
業
目
的
に
照
ら

４６６

し
、
そ
の
事
業
が
本
当
に
必
要
な
の
か
、

他
の
事
業
と
統
廃
合
で
き
な
い
か
、
目
的

達
成
の
た
め
に
改
善
す
る
点
は
な
い
か
、

な
ど
の
視
点
で
評
価
し
ま
し
た
。

　
各
事
務
事
業
の
評
価
結
果
は
下
表
の
と

お
り
で
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
各
担
当

部
署
が
業
務
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
事
業

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト（
評
価
内
容
の
詳
細
）

を
全
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

が
行
う
各
種
事
業
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
参
考
と
な
る
資
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
職
員
が

行
っ
た
評
価
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
市
政
経
営
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
行
政
評
価
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
　
行
革
・
情
報
推
進
課
　行
革
推
進
係
　
緯（
　
）５
１
４
７

２１

行行行

な日

具

※事業を検証して改善に取り組む
ＰＤＣＡサイクルを定着させ、
行政経営の適正化と市民サービ
スの向上を目指します。
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表：平成２３年度事務事業評価の概要

事業数評価結果

１事業を廃止すべき

１民間へ事業を移管すべき

６国・県などが事業を実施すべき

９４
民間に委託などを行い事業を間接的に実
施すべき

１２０市が直接実施するが改善すべき点がある

２６７市が直接実施すべき（継続）

図：ＰＤＣＡサイクルによる評価作業

※一つの事業を、内容に応じて分割して評価しているた
め、事業数は４８９になっています。
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　民
評
価
を
行
い
ま
し
た

～
行
政
評
価
を
市
民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
～

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
公
開
に
よ
る
市
民

２２

評
価（
行
政
評
価
市
民
委
員
会
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職
員
が
行
っ
た
事

務
事
業
評
価
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
評
価
や
意
見
を
直
接
お
聞
き
し
て
見

直
す
こ
と
で
、
よ
り
一
層
市
民
ニ
ー
ズ
を

捉
え
た
行
政
評
価
と
す
る
た
め
で
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
８
月
　
日（
土
）、
市
民

２７

の
皆
さ
ん
に
身
近
な
、
震
災
関
連
を
含
む

　
事
業
を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

１０そ
し
て
公
募
４
名
を
含
む
、
　
名
の
委
員

１０

の
皆
さ
ん
か
ら
の
評
価
・
意
見
に
基
づ
き
、

各
担
当
課
で
事
務
事
業
評
価
の
見
直
し
に

取
り
組
み
、
対
応
状
況
に
関
す
る
回
答
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
３
事
業
に
つ
い
て
、
評

価
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
全
　
事
業
の

１０

評
価
の
詳
細
は
、
本
庁
舎
２
階
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
、
各
総
合
支
所
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市

市
民
評
価
で
の
主
な
意
見
と
見
直
し
結

市
民
評
価
で
の
主
な
意
見
と
見
直
し
結
果果
・・
対
応
内
容

対
応
内
容

噛
主
な
意
見

焔
行
政
以
外（
住
民
や
N
P
O
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）の
活
用
・
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
施

策
に
依
存
し
過
ぎ
な
い
、
自
立
・

自
律
を
促
す
べ
き
。

焔
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ
る
事
業

内
容
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
。

興
高
齢
化
集
落
対
策
事
業

　
山
間
地
域
の
高
齢
化
小
規
模
集
落

に
つ
い
て
、
生
活
課
題
の
解
決
と
、

地
域
住
民
の
生
き
が
い
に
満
ち
た
安

全
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
的
と

し
た
、
市
独
自
の
事
業
。

況
見
直
し
結
果
・
対
応
内
容

気
関
係
団
体
と
の
連
携
や
市
内
外
の

多
様
な
主
体
に
よ
る
対
策
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
、
都
市
住

民
の
視
点
と
若
者
の
柔
軟
な
発
想

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
。

気
地
域
の
具
体
的
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

地
域
性
考
慮
の
事
業
や
、
よ
り
魅

力
あ
る
巡
回
相
談
・
講
座
事
業
の

推
進
、
地
域
力
の
醸
成
と
地
域
住

民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
促
進
。

興
そ
ば
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
日
光
そ
ば
ま
つ
り
）

　
そ
ば
の
ま
ち
日
光
を
Ｐ
Ｒ
し
、
そ

ば
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
日
光
そ
ば
ま
つ
り
を
開
催
し
、

観
光
誘
客
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
。

噛
主
な
意
見

焔
観
光
客
へ
の
つ
な
が
り
、
特
に
宿

泊
客
へ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

焔
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
・
仕
組
み
に
つ

い
て（
来
場
者
が
市
内
そ
ば
店
に

流
れ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
）工
夫
す
べ
き
。

焔
市
内
そ
ば
店
の
出
店
数
を
増
や
す

運
営
面
の
工
夫
を
す
べ
き
。

況
見
直
し
結
果
・
対
応
内
容

気
宿
泊
に
つ
な
が
る
よ
う
、
宿
泊
施

設
と
の
旅
行
商
品
化
を
推
進
。

気
市
外
か
ら
の
来
場
者
を
市
内
そ
ば

店
に
誘
導
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
、
出
店
料
見
直
し
な
ど

に
よ
る
市
内
そ
ば
店
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
。

興
民
間
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

　
木
造
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上
推
進

と
、
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
利

用
し
た
、
建
築
物
の
耐
震
化
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
事

業（
震
災
関
連
事
業
と
し
て
意
見
を

聴
取
）。

噛
主
な
意
見

焔
事
業
の
周
知
方
法
を
工
夫
し
た
り
、

工
務
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

市
民
が
身
近
に
利
用
す
る
場
所
へ

の
協
力
依
頼
、
相
談
体
制
を
強
化

す
べ
き
。

焔
部
分
改
修
工
事
は
耐
震
の
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
部
分
改
修
制
度
へ

の
補
助
対
象
の
拡
充
を
行
う
べ
き
。

況
見
直
し
結
果
・
対
応
内
容

気
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
工
務
店
な
ど

に
チ
ラ
シ
設
置
の
協
力
を
依
頼
し
、

市
民
が
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
な
体
制
や
、
業
者

な
ど
と
の
連
携
を
充
実
。

気
部
分
改
修
工
事
を
補
助
対
象
と
す

る
制
度
へ
の
改
正
お
よ
び
補
助
金

の
増
額
を
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
。
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